
（4）農委広報　もっしぇのー

ル
の
農
家
が
多
い
。
こ
の
規
模

の
農
家
も
大
事
に
し
て
い
か
な

い
と
鶴
岡
の
農
業
は
成
り
立
た

な
い
。
産
地
づ
く
り
交
付
金
の

面
積
要
件
を
緩
和
し
て
フ
ォ
ロ

ー
す
る
べ
き
。」
と
の
意
見
に
、

市
か
ら
は
、「
転
作
奨
励
金
的

で
は
な
く
産
地
形
成
を
目
的
に

し
て
い
る
。
ロ
ッ
ト
確
保
の
た

め
に
面
積
要
件
を
設
定
し
た
。」

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
農
地
中
間
管
理
機
構
に
お

け
る
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
不
均
衡

を
解
消
す
る
た
め
、
国
へ
の
提

言
が
必
要
。」
と
の
指
摘
に
対
し
、

市
か
ら
は
「
機
構
、
国
に
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
対
応
を
要
請
し
て

い
る
。」
と
現
状
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

「
人
口
の
減
少
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
が
危
惧
さ
れ

る
中
で
、
新
規
就
農
者
を
定
着

さ
せ
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
っ
て
ほ
し
い
。」
と
い
う
意

見
や
、「
平
場
で
は
担
い
手
を

中
心
に
集
積
し
、
中
山
間
地
で

は
組
織
化
法
人
化
を
進
め
、
若

い
人
を
雇
用
、
教
育
し
て
後
継

者
を
育
成
し
て
は
ど
う
か
。」

と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
環
境
保
全
型
農
業
等
を
Ｐ

Ｒ
す
る
な
ど
し
て
首
都
圏
の
学

校
給
食
に
鶴
岡
の
農
産
物
を
使

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組

み
や
、
福
祉
施
設
、
病
院
に
お

け
る
地
元
の
食
材
の
利
用
促
進

な
ど
、
米
の
消
費
拡
大
に
繋
が

る
取
り
組
み
を
支
援
し
て
ほ
し

い
。」

　

ま
た
、「
庄
内
弁
を
使
う
と

地
元
の
良
さ
が
伝
わ
る
。
農
家

民
宿
の
増
加
が
鶴
岡
の
魅
力
形

成
に
な
る
。」
な
ど
の
意
見
・

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
で
農
業
委

員
会
三
浦
伸
一
会
長
は
、「
農

業
の
抱
え
る
問
題
は
、
米
政
策

の
他
に
人
口
減
少
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
食
料
自

給
率
の
低
下
な
ど
、
問
題
は
山

積
み
し
て
い
ま
す
。
生
産
調
整

廃
止
後
は
、
米
を
基
幹
作
物
と

す
る
本
市
農
業
に
と
っ
て
は
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
で
も

あ
る
が
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
潜

在
的
な
可
能
性
を
最
大
限
に
活

用
し
な
が
ら
、
豊
か
で
希
望
の

も
て
る
農
業
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
共
に
考

え
、
農
業
者
の
声
を
施
策
に
活

か
す
た
め
、
市
当
局
か
ら
は
こ

れ
ら
の
意
見
や
要
望
を
参
考
に

し
、
本
市
農
業
の
あ
る
べ
き
姿

を
展
望
し
て
諸
問
題
の
解
決
に

向
け
て
ご
尽
力
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
議
会
議
員
の
皆
様

に
は
、
農
業
者
の
思
い
を
十
分

に
汲
ん
で
い
た
だ
き
、
議
会
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ

　

平
成
27
年
２
月
10
日
、
グ
ラ

ン
ド
エ
ル
・
サ
ン
を
会
場
に
「
農

業
者
等
と
の
意
見
交
換
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
議
会
産

業
建
設
常
任
委
員
、
市
認
定
農

業
者
会
議
役
員
、
両
Ｊ
Ａ
関
係

者
、
農
業
委
員
ら
約
50
名
が
参

加
し
、
鶴
岡
の
農
業
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
鶴
岡
市
農
業
・

農
村
振
興
計
画
「
つ
る
お
か
ア

グ
リ
プ
ラ
ン
」
の
後
期
計
画
に

つ
い
て
、
市
農
林
水
産
部
農
政

課
農
政
企
画
室
武
田
壮
一
室
長

か
ら
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

現
在
、
鶴
岡
市
の
農
業
は
農

業
産
出
額
の
低
迷
、
米
価
の
長

期
低
迷
と
４
年
後
の
米
の
本
格

的
な
産
地
間
競
争
、
少
子
高
齢

化
の
進
行
と
人
口
減
少
の
加
速

と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

鶴
岡
市
農
業
の
底
力
を
発
揮
し

た
強
い
農
業
が
必
要
と
考
え
、

次
の
９
つ
の
振
興
方
策
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

１
、
担
い
手
の
安
定
的
な
育
成

と
確
保

２
、
優
良
農
地
の
確
保
と
効
率

的
な
土
地
利
用

３
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

産
地
づ
く
り

４
、
中
山
間
地
域
の
振
興

５
、
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進

６
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

７
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
農
山

村
の
活
性
化

８
、
農
業
の
６
次
産
業
化
の
促

進

　
農
業
委
員
会
が
主
催
す
る
こ
の
意
見
交
換
会
は
、「
農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
の
農
業
施
策
に
反
映
す
る
た
め
農

業
の
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
意
見
・
要
望
等
を
集
約
す
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

９
、
地
産
地
消
の
推
進

　

こ
れ
ら
の
方
策
を
推
し
進
め
、

「
オ
ー
ル
鶴
岡
」
で
生
産
・
加
工
・

販
売
の
好
循
環
の
実
現
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　

講
演
に
続
き
第
２
部
で
は
、

本
市
農
業
の
目
指
す
べ
き
方
向

を
示
し
た

〝つ
る
お
か
ア
グ
リ

プ
ラ
ン〟
の
振
興
方
策
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

「
10
年
前
、
仲
間
と
語
っ
た

未
来
図
で
は
、
20
～
30
ヘ
ク
タ

ー
ル
耕
作
し
て
い
る
自
分
達
が

い
た
。

　

し
か
し
現
状
は
出
し
手
が
少

な
く
、
分
散
し
た
農
地
に
苦
し

み
農
業
を
や
め
た
仲
間
、
農
地

が
思
う
よ
う
に
集
積
で
き
ず
、

自
分
の
や
り
た
い
経
営
が
で
き

な
い
仲
間
が
い
る
。Ｉ
タ
ー
ン

Ｕ
タ
ー
ン
が
増
え
る
と
は
思
え

な
い
。
若
い
就
農
者
が
夢
を
持

っ
て
農
業
を
し
て
い
け
る
制
度

に
し
て
ほ
し
い
。」
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
市
か
ら
は
「
新

規
就
農
者
を
育
て
る
た
め
に
は
、

地
域
ぐ
る
み
で
農
地
を
集
め
、

技
術
指
導
を
し
、
経
営
を
委
ね

る
。
そ
し
て
、
経
営
感
覚
の
あ

る
農
業
者
を
育
て
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
行
政
も
制
度
資
金
、

技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
研
修
会

を
通
じ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
で
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。」

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
作
付
面
積
の
大
規
模
化
は

避
け
ら
れ
な
い
と
思
う
が
、
鶴

岡
の
農
業
は
３
～
４
ヘ
ク
タ
ー

鶴
岡
ら
し
い
農
業
の
創
生
に
向
け
て

農
業
者
等
と
の

　
　

意
見
交
換
会
を
開
催

Ｊ
Ａ
生
産
組
合
長
会
代
表
の
声

Ｊ
Ａ
鶴
岡
青
年
部
代
表
の
声

ば
幸
い
で
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
こ
の
意
見

交
換
を
通
じ
て
農
業
者
の
声
を

集
約
し
、
市
当
局
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
関
係
行
政
機
関
等

へ
の
意
見
要
望
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
農
業
委
員　

齋
藤　

英
道
）

つ
る
お
か
ア
グ
リ
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

と
は

武田　市農政企画室長

小野寺　産業建設常任委員長

小南　J A鶴岡青年部委員長

渡部　J A鶴岡女性部副部長
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金
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で
は
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地
形
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を
目
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に

し
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。
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確
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の
た

め
に
面
積
要
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し
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と
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が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
農
地
中
間
管
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機
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に
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け
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需
給
バ
ラ
ン
ス
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不
均
衡
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消
す
る
た
め
、
国
へ
の
提
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が
必
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。」
と
の
指
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、

市
か
ら
は
「
機
構
、
国
に
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
対
応
を
要
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し
て

い
る
。」
と
現
状
の
説
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人
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減
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、
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域
コ
ミ

ュ
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衰
退
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惧
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中
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、
新
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者
を
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取
り
組
み
を
積
極
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に

行
っ
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と
い
う
意
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や
、「
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場
で
は
担
い
手
を

中
心
に
集
積
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、
中
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間
地
で

は
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化
法
人
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進
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、
若

い
人
を
雇
用
、
教
育
し
て
後
継

者
を
育
成
し
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は
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か
。」

と
提
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あ
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ま
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た
。

　

「
環
境
保
全
型
農
業
等
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Ｐ

Ｒ
す
る
な
ど
し
て
首
都
圏
の
学

校
給
食
に
鶴
岡
の
農
産
物
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っ
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も
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え
る
よ
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な
取
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組
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や
、
福
祉
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設
、
病
院
に
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の
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促
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な
ど
、
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の
消
費
拡
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に
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る
取
り
組
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支
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ま
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内
弁
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岡
の
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要
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。
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長
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問
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、
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作
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、
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下
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題
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積
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生
産
調
整
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後
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作
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と
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本
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農
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に
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な
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響
を
及
ぼ
す
問
題
で
も

あ
る
が
、
本
市
の
恵
ま
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た
潜

在
的
な
可
能
性
を
最
大
限
に
活

用
し
な
が
ら
、
豊
か
で
希
望
の

も
て
る
農
業
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
共
に
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え
、
農
業
者
の
声
を
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策
に
活

か
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た
め
、
市
当
局
か
ら
は
こ

れ
ら
の
意
見
や
要
望
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参
考
に

し
、
本
市
農
業
の
あ
る
べ
き
姿

を
展
望
し
て
諸
問
題
の
解
決
に

向
け
て
ご
尽
力
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
議
会
議
員
の
皆
様

に
は
、
農
業
者
の
思
い
を
十
分

に
汲
ん
で
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た
だ
き
、
議
会
活

動
に
取
り
組
ん
で
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だ
け
れ
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２
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業
者
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と
の
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開
催
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れ
ま
し
た
。
市
議
会
産

業
建
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常
任
委
員
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認
定
農

業
者
会
議
役
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、
両
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関
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者
、
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業
委
員
ら
約
50
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が
参

加
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、
鶴
岡
の
農
業
に
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い
て
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し
合
い
ま
し
た
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第
１
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で
は
、
鶴
岡
市
農
業
・

農
村
振
興
計
画
「
つ
る
お
か
ア

グ
リ
プ
ラ
ン
」
の
後
期
計
画
に

つ
い
て
、
市
農
林
水
産
部
農
政

課
農
政
企
画
室
武
田
壮
一
室
長

か
ら
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

現
在
、
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岡
市
の
農
業
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農

業
産
出
額
の
低
迷
、
米
価
の
長

期
低
迷
と
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年
後
の
米
の
本
格

的
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間
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争
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少
子
高
齢

化
の
進
行
と
人
口
減
少
の
加
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と
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た
さ
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ま
な
問
題
に
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面
し
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ま
す
。
そ
こ
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、

鶴
岡
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底
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発
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た
強
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農
業
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と
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え
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の
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げ
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す
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成

と
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的
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３
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

産
地
づ
く
り

４
、
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、
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保
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農
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６
、
農
業
生
産
基
盤
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７
、
交
流
人
口
の
拡
大
と
農
山
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の
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８
、
農
業
の
６
次
産
業
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の
促

進

９
、
地
産
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消
の
推
進

　

こ
れ
ら
の
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策
を
推
し
進
め
、

「
オ
ー
ル
鶴
岡
」
で
生
産
・
加
工
・

販
売
の
好
循
環
の
実
現
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　

講
演
に
続
き
第
２
部
で
は
、

本
市
農
業
の
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す
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き
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向

を
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た
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か
ア
グ
リ

プ
ラ
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の
振
興
方
策
に
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い

て
意
見
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換
を
し
ま
し
た
。

　

「
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前
、
仲
間
と
語
っ
た

未
来
図
で
は
、
20
～
30
ヘ
ク
タ

ー
ル
耕
作
し
て
い
る
自
分
達
が

い
た
。

　

し
か
し
現
状
は
出
し
手
が
少

な
く
、
分
散
し
た
農
地
に
苦
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み
農
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を
や
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た
仲
間
、
農
地

が
思
う
よ
う
に
集
積
で
き
ず
、

自
分
の
や
り
た
い
経
営
が
で
き

な
い
仲
間
が
い
る
。Ｉ
タ
ー
ン

Ｕ
タ
ー
ン
が
増
え
る
と
は
思
え

な
い
。
若
い
就
農
者
が
夢
を
持

っ
て
農
業
を
し
て
い
け
る
制
度

に
し
て
ほ
し
い
。」
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
市
か
ら
は
「
新

規
就
農
者
を
育
て
る
た
め
に
は
、

地
域
ぐ
る
み
で
農
地
を
集
め
、

技
術
指
導
を
し
、
経
営
を
委
ね

る
。
そ
し
て
、
経
営
感
覚
の
あ

る
農
業
者
を
育
て
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
行
政
も
制
度
資
金
、

技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
研
修
会

を
通
じ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
で
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。」

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
作
付
面
積
の
大
規
模
化
は

避
け
ら
れ
な
い
と
思
う
が
、
鶴

岡
の
農
業
は
３
～
４
ヘ
ク
タ
ー

交
流
人
口
の
拡
大

　
　
　
　
　
そ
の
他
の
意
見

認
定
農
業
者
の
代
表
の
声

中
山
間
地
の
農
業
者
の
声

ば
幸
い
で
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
こ
の
意
見

交
換
を
通
じ
て
農
業
者
の
声
を

集
約
し
、
市
当
局
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
関
係
行
政
機
関
等

へ
の
意
見
要
望
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
農
業
委
員　

齋
藤　

英
道
）

〝鶴
岡
ら
し
い
農
業〟
の

　
　
　
　

創
生
に
向
け
て

庄司　JA庄内たがわ生産組合長会会長

佐藤　認定農業者会議会長

小池　大泉農用地利用等調整委員会会長

石川　東部農地部会長

伊藤　農業振興部会長


